
過
去
最
低
の

万


舗
装
工
事
が
大
幅
に
減
少

年度アス合材年度アスファルト合材製造数量

単位：千㌧、カッコ内は前年度比（％）

　
日
本
ア
ス
フ

ル
ト
合
材
協
会

東
北
連
合
会
︵
野
口
秀
典
会
長
︶
は

会
員
企
業
が
保
有
す
る
１
１

５
工
場
の
２
０
２
４
年
度
ア
ス
フ


ル
ト
合
材
製
造
数
量
を
ま
と
め

た

新
規
合
材
は
前
年
度
比
０
・

４
％
増
の
１
１
４
万

と
微
増
だ


た
も
の
の

再
生
合
材
は
９
・

３
％
減
の
２
６
０
万
６
０
０
０


で

合
計
は
６
・
９
％
減
の
３
７

４
万
６
０
０
０

と
な
り

１
９

８
０
年
の
統
計
開
始
以
来
過
去
最

低
数
量
と
な

た


　
各
県
の

年
度
の
合
計
数
量

は

青
森
県
が
前
年
比
５
・
５
％

増
で
唯
一
の
プ
ラ
ス
と
な

た


青
森
空
港
と
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
関
係
の

出
荷
が
増
え
た
三
八
地
区
が

％

増
東
青
地
区
も
８
％
増
だ

た


　
岩
手
県
は
増
減
な
し
で

県
央

・
県
北
地
区
が
７
％
増
だ

た
も

の
の

宮
古
・
釜
石
地
区
は

％

減
と
厳
し
い
状
況
が
続
く


　
宮
城
県
は

・
３
％
減
で

県

北
地
区
が
増
減
な
し

石
巻
・
気

仙
沼
地
区
は

％
減

仙
台
地
区

は

％
減
だ

た


　
秋
田
は
４
・
７
％
減
で

鹿
角

・
北
秋
田
・
山
本
が
増
減
な
し


秋
田
・
由
利
地
区
は
８
％
減

仙

北
・
平
鹿
・
雄
勝
地
区
は
２
％
減

と
な

て
い
る


　
山
形
県
は

・
９
％
減
で
最
も

大
き
な
落
ち
込
み
を
示
し
た

置

賜
地
区
が
昨
年
度
の
高
規
格
道
路

開
通
の
反
動
減
で

％
減
と
大
幅

に
減
少
し
庄
内
地
区
が

％
減


最
上
・
村
山
地
区
も

％
減
と


い
ず
れ
も
２
桁
落
ち
込
ん
だ


　
福
島
県
は
５
・
２
％
減
で

県

北
地
区
が

％
減

会
津
地
区
は

４
％
減

県
中
地
区
は
３
％
減


浜
通
り
地
区
は
２
％
減
だ

た


　
同
連
合
会
は
﹁
河
川
堤
防
補
強

や
河
道
掘
削

道
路
橋
り

う
床

版
補
修
な
ど
の
発
注
が
堅
調
だ

が

舗
装
工
事
が
大
幅
に
減
少
し

て
い
る

資
材
や
運
搬
費

電
力

料
金
の
高
騰
に
よ
り
各
プ
ラ
ン
ト

経
営
は
悪
化
し
て
お
り

さ
ら
な

る
合
材
単
価
へ
の
転
嫁
が
必
要
な

状
態
に
あ
る

合
材
工
場
の
統
廃

合
や
業
績
不
振
に
よ
り


年
度

か
ら
３
年
連
続
で
毎
年
度
２
工
場

が
廃
業
・
閉
所
し
た

工
場
の
統

廃
合
や
廃
業
は

地
域
の
災
害
対

応
力
に
も
影
響
す
る
こ
と
が
懸
念

さ
れ
る
﹂
と
し
て
い
る

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